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N8151-136/N8151-145内蔵 LTOファームウェアアップデート手順 

Rev.1 

 

内蔵LTO装置をお買い上げいただきましてありがとうございます。本書は、N8151-136及びN8151-145内蔵LTOの 

ファームウェアアップデート手順について記載しております。 

 

 

1. 概要 

 

 N8151-136及び N8151-145内蔵 LTOのファームウェアを「Q3A1」にアップデートします。お手元の内蔵 LTOのファ

ームウェアが「Q3A1」より古い(JAYFなど若いアルファベットの)場合、本アップデートを実施してください。 

Windows サーバ環境でアップデートを実施される場合は、GUI ツールのファームウェアアップデートツール 

(ITDT-GE)を使用する方法とコマンドラインのファームウェアアップデートツール(ITDT-SE)を使用する方法が 

ございます。 

またLinux サーバ環境でアップデートを実施される場合はコマンドラインのファームウェアアップデートツール 

(ITDT-SE)を使用致します。 

 

 

2. 変更内容 

 

 内蔵LTO用ファームウェア「Q3A1」には以下の修正が含まれております。 

 ・読出し/書込み/リカバリ性能の向上 

 

3. 必要部材 

 

 本手順書に加え、以下の部材があることを事前に確認してください。 

サーバOS 必要部材 ファイル名 

Windows ファームウェアデータ※1 LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz もしくはLTO8_Q3A1.sas_hh.fmrz 

ITDT-GEツール       ※2 install_ITDT_GE_WindowsX86_64_9.5.4.20220718.exe 

またはITDT-SEツール ※3 install_itdt_se_WindowsX86_64_9.5.4.20220718.exe 

Linux ファームウェアデータ※1 LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz もしくはLTO8_Q3A1.sas_hh.fmrz 

ITDT-SEツール       ※4 install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718 

           表1  必要部材 

 

 

※1: N8151-136の場合はLTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz、N8151-145の場合はLTO8_Q3A1.sas_hh.fmrz 

が必要となります。 

※2: ITDT-GEツールは、管理者または管理者権限ユーザでのログインとインストールが必要となります。 

※3: ITDT-SEツールは、サーバに管理者でのログインが必要となります。インストールは必要ありません。 

ITDT-GE/ITDT-SEのどちらかをお客様の環境に合わせてご使用ください。 

※4: ITDT-SEツールは、サーバにrootでのログインが必要となります。インストールは必要ありません。 
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4. 実施手順 

 

 4-1. 事前準備 

 

  ファームウェアアップデートを実施する前に以下の作業を実施してください。 

 

  4-1-1. カートリッジの取り出し 

   内蔵LTOからカートリッジを取り出して置いてください。 

 

  4-1-2. バックアップソフトウェアや内蔵LTOに関係するサービスの停止 

   バックアップジョブ、バックアップソフトウェアのサービス、その他内蔵LTOにアクセスする可能性のある 

サービスは全て停止してください。 

 

  4-1-3. 各環境でのアップデート 

・ WindowsサーバでITDT-GEツールを使用する場合は、4-2項に進んでください。 

・ WindowsサーバでITDT-SEツールを使用する場合は、4-3項に進んでください。 

・ LinuxサーバでITDT-SEツールを使用する場合は、4-4項に進んでください。 

 

 4-2. Windows向けファームウェアレビジョン確認及びアップデート手順(ITDT-GE) 

 

  アップデートを実施するには、サーバに管理者または管理者権限ユーザでログインしてください。 

  以下にWindows Server 2019で実施した例を示します。N8151-136/N8151-145で手順は同じですが、 

ファームウェアデータが異なりますので表1 必要部材を参照して読み替えてください。 

 

  4-2-1. ITDT-GEツールのインストール 

 

   4-2-1-1. ITDT-GEツールファイル「install_ITDT_GE_WindowsX86_64_9.5.4.20220718.exe」を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-2-1 

 

 

図4-2-2 
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   4-2-1-2. 画面の指示に従い、インストールを進めてください。 

 
図4-2-3 

 

        使用条件の条項を確認して、同意します。 

 
図4-2-4 

 

        インストール場所を確認します（変更可能です）。 

 
図4-2-5 
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        アイコンの作成場所を確認します（変更可能です）。 

 

図4-2-6 

 

 

図4-2-7 

 

図4-2-8 
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        インストールが開始され、完了すると次の画面が表示されます。「Done」をクリックします。 

 

図4-2-9 

 

 

図4-2-10 

 

 

 

 

 

図4-2-11 
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   4-2-1-3. 以上でインストールは終了です。「コントロールパネル」→「プログラムと機能」を開き、 

       「IBM Tape Diagnostic Tool – Graphical Edition」が追加されているのを確認してください。 

 

 

  4-2-2. ファームウェアレビジョン確認 

 

   4-2-2-1. 図4-2-11のアイコンを起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-2-12 

 

        ユーザ設定画面が表示されます。そのまま「Apply and Close」をクリックします。 

 

図4-2-13 

 

   4-2-2-2. メイン画面が表示されます。接続されている内蔵LTOを調べます。「Scan」をクリックします。 

 

図4-2-14 
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        Scan実行確認が表示されます。「Yes」をクリックします。 

 

図4-2-15 

 

   4-2-2-3. 検出したデバイス名（Device）とそのファームウェアレビジョン（Firmware）が表示されます。 

Device「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」とそのFirmware（例では「HB83」）を確認してください。 

N8151-136の場合は「ULTRIUM-HH7」、N8151-145の場合は「ULTRIUM-HH8」と表示されます。 

 

図4-2-16 

 

 

表示された内蔵LTOのファームウェアレビジョンが、アップデートしようとしているレビジョン 

（今回は「Q3A1」）以上であった場合には、ITDT-GEツールを閉じて、4-2-4項ITDT-GEのアンイン 

ストールに進んでください。 
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  4-2-3. ファームウェアアップデート 

 

   4-2-3-1. 図4-2-17に表示されたデバイスの中でアップデートする内蔵LTOを選択します。 

Device＝「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」、Firmware＝「Q3A1」未満のデバイスの 

チェックボックスをチェックして「Update」をクリックします。 

 

図4-2-17 

 

 

        ファームウェアデータファイル指定画面が表示されます。 

        ファームウェアデータファイル「LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz」を選択して「開く」をクリックします。 

 
図4-2-18 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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     4-2-3-2. アップデートが開始します。終了するまで数分掛かります。 

途中で内蔵LTOの電源は決して切断しないでください。 

 

 

   4-2-3-3. 内蔵LTOが再起動され、次の画面が表示されたらアップデートは完了です。 

        Result＝「PASSED」、Error code＝無し、Firmware＝「Q3A1」であるのを確認します。 

 

図4-2-19 

 

   4-2-3-4. もしファームウェアレビジョンが更新されなかった場合には4-2-2-2から再実行してください。 

アップデートが終了しましたらITDT-GEツールを閉じて、4-2-4項ITDT-GEのアンインストールに 

進みます。 

 

  4-2-4. ITDT-GEツールのアンインストール 

 

   4-2-4-1. 「設定」→「アプリ」→「アプリと機能」を開き、「IBM Tape Diagnostic Tool–Graphical 

                Edition」を選択して「アンインストール」を実行します。 

 

図4-2-20 

Q3A1 
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図4-2-21 

 

 

図4-2-22 

 

 

図4-2-23 
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図4-2-24 

 

   4-2-4-2. ログインしたユーザ内の作業フォルダ「.itdt-ge」を削除します。 

 

図4-2-25 

 

   4-2-4-3. サーバを再起動します。 
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 4-3. Windows向けファームウェアレビジョン確認及びアップデート手順(ITDT-SE) 

 

  アップデートを実施するには、サーバに管理者でログインしてください。 

  以下にWindows Server2016サーバで実施した例を示します。N8151-136/N8151-145で手順は同じですが 

ファームウェアデータが異なりますので表1 必要部材を参照して読み替えてください。 

 

  4-3-1. ITDT-SEツールの展開 

 

   4-3-1-1. サーバ内にITDT-SE作業用フォルダ（例：ITDT）を作成し、ITDT-SEツールファイル 

「install_itdt_se_WindowsX86_64_9.5.4.20220718.exe」をコピーします。 

 
図4-3-1 

 

   4-3-1-2. 作業フォルダ内の「install_itdt_se_WindowsX86_64_9.5.4.20220718.exe」を実行します。 

                以下のようにITDTフォルダが作成されファイルが展開されます。 

 

 
図4-3-2 
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4-3-2. ファームウェアレビジョン確認 

 

   4-3-2-1. 作業フォルダ内の「itdt」を実行します。 

 

   4-3-2-2. ツール使用条件の条項が表示されます。「Enter」キーを押すと次のページが表示されます。 

 
図4-3-3 

       次の画面が表示されるまで「Enter」キーを押し続け、内容に同意します。 

      「I」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-4 

   4-3-2-2. Entry Menu画面が表示されます。「S」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-5 
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   4-3-2-3. 検出したデバイス名（Model）とそのファームウェアレビジョン（Fware）が表示されます。 

Model＝「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」とそのFware（例では「G341」）を確認してください。 

N8151-136の場合は「ULTRIUM-HH7」、N8151-145の場合は「ULTRIUM-HH8」と表示されます。 

 

図4-3-6 

 

表示された内蔵LTOのファームウェアレビジョンが、アップデートしようとしているレビジョン 

（今回は「Q3A1」）以上であった場合には、ITDT-SEツールを閉じて（「Q」キー→「Enter」キー）、 

4-3-4項ITDT-SEの削除に進んでください。 

 

 

  4-3-3. ファームウェアアップデート 

 

   4-3-3-1. ファームウェアデータファイル「LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz」を作業フォルダ内の 

「ITDT\input」フォルダにコピーします。 

 

図4-3-7 

 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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   4-3-3-2. アップデートする内蔵LTOを選択します。図4-3-8に表示された内蔵LTOの中で 

Model＝「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」、Firmware＝「Q3A1」未満の 

デバイスの左端の番号を入力します。 

例では、「0」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 
図4-3-8 

 

 

選択したデバイスの右端に「X」を表示します。 

        「Firmware Update」を選択します。「F」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-9 

 

選択 

Device number 
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        Firmware Updateデータファイル選択画面が表示されます。 

        ファームウェアデータファイル「LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz」の左端の番号を入力します。 

例では、「0」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-10 

 

 

選択したファイルの右端に「X」を表示します。 

       「Continue」を選択します。「C」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-11 

 

file number 

選択 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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       ファームウェアアップデート実行画面が表示されます。 

       「Start Update」を選択します。「S」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-3-12 

 

 

       アップデートを開始します。終了するまで数分掛かります。 

途中で内蔵LTOの電源は決して切断しないでください。 

 

 

   4-3-3-3. 内蔵LTOが再起動され、Status＝「PASSED」、Code＝「OK」、Fware＝「Q3A1」になった場合は、 

アップデートは完了です。Status＝「PASSED」、Code＝「RESCAN REQUIRED」になった場合は、 

「R」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 
図4-3-13 

 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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        再Scan結果が表示され、Fware＝「Q3A1」であるのを確認します。 

 

 

図4-3-14 

 

   4-3-3-4. ファームウェアが変更しなかった場合には、4-3-3-2から再実施してください。 

アップデートが終了しましたら、ITDT-SEツールを閉じて（「Q」キー→「Enter」キー）、 

4-3-4項ITDT-SEの削除に進んでください。 

 

 

  4-3-4. ITDT-SEツールの削除 

 

   4-3-4-1. ITDT-SEツールファイルの作業用フォルダ（例：ITDT）を削除します。 

 

   4-3-4-2. サーバを再起動します。 

 

 

 

 

 

Q3A

1 
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4-4. Linux向けファームウェアレビジョン確認及びアップデート手順(ITDT-SE) 

 

  アップデートを実施するには、サーバにrootでログインしてください。 

  以下に Red Hat Enterprise Linux7.6サーバで実施した例を示します。N8151-136/N8151-145で手順は同じです

がファームウェアデータが異なりますので表1 必要部材を参照して読み替えてください。 

 

  4-4-1. ITDT-SEツールの展開 

 

   4-4-1-1. サーバ内にITDT-SE作業用フォルダ（例：itdt）を作成し、ITDT-SEツールファイル 

「install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718」をコピーします。 

 
図4-4-1 

 

   4-4-1-2. 「install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718」を実行ファイルにします。 

                chmod a+x install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718 

 
図4-4-2 

 

   4-4-1-3. 「install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718」を実行します。 

                ./ install_itdt_se_Linuxx86_64_9.5.4.20220718 

 

図4-4-3 

 

        作業フォルダ内に以下のように展開されます。 

 

図4-4-4 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 

_9.5.4.20220718 
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  4-4-2. ファームウェアレビジョン確認 

 

   4-4-2-1. 作業フォルダ内の「itdt」を実行します。 

                ./ITDT/itdt 

 

       ツール使用条件の条項が表示されます。「Enter」キーを押すと次のページが表示されます。 

 

図4-4-5 

 

       次の画面が表示されるまで「Enter」キーを押し続け、内容に同意します。 

      「I」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-6 
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   4-4-2-2. Entry Menu画面が表示されます。「S」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-7 

 

 

   4-4-2-3. 検出したデバイス名（Model）とそのファームウェアレビジョン（Fware）が表示されます。 

Model＝「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」とそのFware（例では「HB83」）を確認してください。 

N8151-136の場合は「ULTRIUM-HH7」、N8151-145の場合は「ULTRIUM-HH8」と表示されます。 

 

図4-4-8 

 

 

表示された内蔵LTOのファームウェアレビジョンが、アップデートしようとしているレビジョン 

（今回は「Q3A1」）以上であった場合には、ITDT-SEツールを閉じて（「Q」キー→「Enter」キー）、 

4-4-4項ITDT-SEの削除に進んでください。 
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  4-4-3. ファームウェアアップデート 

 

   4-4-3-1. ファームウェアデータファイル「LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz」を作業フォルダ内の「input」フォルダ 

        にコピーします。 

 

図4-4-9 

 

   4-4-3-2. アップデートする内蔵LTOを選択します。図4-4-10に表示された内蔵LTOの中で 

Model＝「ULTRIUM-HH7」or「ULTRIUM-HH8」、Firmware＝「Q3A1」未満のデバイスの左端 

の番号を入力します。 

例では、「0」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-10 

 

 

選択したデバイスの右端に「X」を表示します。 

        「Firmware Update」を選択します。「F」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-11 

選択 

Device number 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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        Firmware Updateデータファイル選択画面が表示されます。 

        ファームウェアデータファイル「LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz」の左端の番号を入力します。 

例では、「0」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 
図4-4-12 

 

 

選択したファイルの右端に「X」を表示します。 

       「Continue」を選択します。「C」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-13 

 

file number 

選択 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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       ファームウェアアップデート実行画面が表示されます。 

       「Start Update」を選択します。「S」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-14 

 

 

       アップデートを開始します。終了するまで数分掛かります。 

途中で内蔵LTOの電源は決して切断しないでください。 

 

 

   4-4-3-3. 内蔵LTOが再起動され、Status＝「PASSED」、Code＝「OK」、Fware＝「Q3A1」になった場合は、 

アップデートは完了です。Status＝「PASSED」、Code＝「RESCAN REQUIRED」になった場合は、 

「R」キー→「Enter」キーの順に押します。 

 

図4-4-15 

 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 

LTO7_Q3A1.sas_hh.fmrz 
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        再Scan結果が表示され、Fware＝「Q3A1」であるのを確認します。 

 

 

図4-4-16 

 

   4-4-3-4. ファームウェアが変更しなかった場合には、4-4-3-2から再実施してください。 

アップデートが終了しましたら、ITDT-SEツールを閉じて（「Q」キー→「Enter」キー）、 

4-4-4項ITDT-SEの削除に進んでください。 

 

 

  4-4-4. ITDT-SEツールの削除 

 

   4-4-4-1. ITDT-SEツールファイルの作業用フォルダ（例：itdt）を削除します。 

 

   4-4-4-2. サーバを再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              以上 

 

Q3A

1 


